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大野神社で送神祭が開催されます
4 月 14 日（毎年第２日曜日）に、埼玉県指定4 月 14 日（毎年第２日曜日）に、埼玉県指定
無形民俗文化財に指定されている大野の送神祭無形民俗文化財に指定されている大野の送神祭
が行われます。各家で作った旗を神社に奉納し、が行われます。各家で作った旗を神社に奉納し、
神輿とともに笛や太鼓の演奏に合わせた行列で神輿とともに笛や太鼓の演奏に合わせた行列で
旧村内を一巡して疫病神を村境まで追い払う、旧村内を一巡して疫病神を村境まで追い払う、
大野地区伝統のお祭りです。旗の行列は 13 時大野地区伝統のお祭りです。旗の行列は 13 時
頃に大野神社を出発予定となっています。駐車頃に大野神社を出発予定となっています。駐車
場は大野くすの木センターをご利用ください。場は大野くすの木センターをご利用ください。

ボランティア交流会を行いました
駅前案内所「ここから」で土、日曜日と祝日に駅前案内所「ここから」で土、日曜日と祝日に
お手伝いをしてくださるボランティアの方々お手伝いをしてくださるボランティアの方々
と、ときがわ食堂にて交流会を行いました。年と、ときがわ食堂にて交流会を行いました。年
間延べ 240 人のボランティアが活動する中、よ間延べ 240 人のボランティアが活動する中、よ
り良い案内の方法についての意見が交わされ、り良い案内の方法についての意見が交わされ、
わかりやすいマップ作りなどのアイデアも出さわかりやすいマップ作りなどのアイデアも出さ
れました。観光協会ではこうした機会を通じてれました。観光協会ではこうした機会を通じて
観光案内の担い手育成に取り組みます。観光案内の担い手育成に取り組みます。

ゴールデンウイーク期間中、
三波渓谷駐車場の駐車料金が
1000 円となります
4 月 27 日㈯から 5 月 6 日4 月 27 日㈯から 5 月 6 日（祝・月）（祝・月）までのゴールデまでのゴールデ
ンウイーク期間中、三波渓谷駐車場の環境整備ンウイーク期間中、三波渓谷駐車場の環境整備
協力金（駐車場料金）が 1000 円となります。協力金（駐車場料金）が 1000 円となります。
町民の皆様には駅前案内所で無料駐車券を配布町民の皆様には駅前案内所で無料駐車券を配布
しておりますので、写真付き身分証明書をお持しておりますので、写真付き身分証明書をお持
ちのうえ、お越しください。ちのうえ、お越しください。
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№ 8『八幡神社周辺の花桃』
山々の若葉が芽吹く頃になると、桃木山々の若葉が芽吹く頃になると、桃木
地区の花桃が見頃を迎え、八幡神社周地区の花桃が見頃を迎え、八幡神社周
辺を華やかに彩ります。３月下旬から辺を華やかに彩ります。３月下旬から
４月上旬には桜も見頃となり、淡い桜４月上旬には桜も見頃となり、淡い桜
の色と鮮やかなピンク色の花桃のコンの色と鮮やかなピンク色の花桃のコン
トラストを楽しむことができます。ぜトラストを楽しむことができます。ぜ
ひご覧ください。ひご覧ください。

隔月掲載

6月号掲載の短歌作品を募集します。はがきまたは電子メールに、作品１点(未発表)を6月号掲載の短歌作品を募集します。はがきまたは電子メールに、作品１点(未発表)をかいかい書で記入し、4月30日ま書で記入し、4月30日ま
ででに投稿してください(締切日の消印有効)。また、漢字には全てルビを明記してください。電子メールでの投稿は、に投稿してください(締切日の消印有効)。また、漢字には全てルビを明記してください。電子メールでの投稿は、
件名を「町民文芸」としてください(件名を「町民文芸」としてください(  kouhou@town.tokigawa.lg.jpまで)｡対象は町内在住の方のみです｡ペンkouhou@town.tokigawa.lg.jpまで)｡対象は町内在住の方のみです｡ペン
ネームや雅号を使用の方は､本名も必ず記入してください。ネームや雅号を使用の方は､本名も必ず記入してください。
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男女共同参画社会基本法が公布・施行され
て 25 年。町では、令和 4年 3月に「第 3次
ときがわ町男女共同参画プラン」を策定し
ました。これまでの取り組みを評価・検証し、
今後 10 年間の社会動向等を見据え、より効
果的な施策展開を図ることで、男女共同参
画社会の形成を進めています。
これまで、広報やHPなど様々な媒体を通
じた男女共同参画意識の啓発や、比企郡市
人権フェスティバルや町人権・同和問題研
修会などを通じた人権意識の啓発に努めて
きました。
固定的役割分担意識等の解消にむけた広報・
啓発活動の推進のため、6 月号から、町内
で活躍する女性、男女共同参画を実践する
住民や団体等を紹介していきます。

町で活躍する女性の紹介をはじめます
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